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Saccharomyces　sake と焼酎酵母， 泡盛酵母 の 相違
＊

竹 田　正 久 ・ 中里 　厚実 ・塚 原　寅次

東京農業大学醸造科

D 慨 rences 　 among 　 SaccharonLrces∫鵬 而 ‘舷 yeasts　 and 　 4 ω   ri　yeasts，　 MAsAH 【sA

　　TAKEDA
，
　ATsvMI 　NAKAzATo

，
　 and 　ToRAJ 匸 TsuKAHARA （D ψ飢   ’ Of　Brewing　and

　　 Ferntentation
，
　 Tok］o 翫 ‘雄 吻 げ Agricu’turら 1・1・」 ＆rkuragacka，5融 9脚 一たμ

，
　 Tokle

　　 156，」ごψ砌 ）Hakkokogaku 　61 ：11−14．1983．

　　 Taxonomic 　 stud 三es　 were 　carr 量ed 　 out 　 by　 our 　 cbssi 丘cation 　 me 出 ods （J．　 Ferment．
Technol，

，
53

，
103 ［1975］，

　 Hdrkekegd左u　59
，
513 ［1981ユ　and 　H 話たoκσg醜 u，60，137 ［1982D

on 　45　strains 　including　30　strains 　of5 んδ‘hti　yeast　a 皿d　15　strahls 　of 　awamori 　yeast．

　　 Of 　the 　30　strains 　of 吻 6ゐ亟 yeas ち 25　showed 　the 　fbllowing　properties： a 曲 milation 　of

melezit （mse　at 　33℃ ：
一

， growth 　in　biotin　dcficient　medium ： 十 ，　yeastcidin （antibiotic ）
resistance ： − or 十 ，

　growth　in　potass…um −free　medium ： 十 ，
　high　fbam 　fbrmation　in　 sakg

mesh ：
一

〜 weak ，　aggregation 　with 伽 励 磁 ’JJ雄 螂 6f ： 十，　reactivity 　of 　antigen 　no ．5 ： 十

〇 r −
tand 　production　of 　more 　than 　19．9％ a1cohol 　h1翩 mash 二 十．

　　Of 　the 　15　strains 　of 　a ω amori 　yeast， 14　d孟Hセred 　in　the 　nature 　ofthe 　yeastcidin　resistan −

ce ： rgrowth 　in　potassium−free　medium ：
一，　and 　reactivity 　of 　antigen 　no 。5 ： 十，飾 1n

∫ゐδ6加 yeasts，　　　　　　　　　　　　　
「

　　In　the　nature 　of 　the　yeastcidin　resistance ： 十 ，
　aggregation 　with 　L．‘asei ： 一，　 and 　re −

activity 　of 　ant 三gen　no ．5：
一

，
3as‘harom“‘es　sake 　strains （sttk6　yeasts）were 　distinguished

from　both　she
−
‘ha　yeasts　and 　awameri 　yeasts．

　　ぶ盈 彡 yeasts（5L　 sake ），
5伽 躍々 yeas鵬 and 　a ω amori 　yeasts　belonging　to　the　Saccんlro 〃eVees

‘eretisine 　in　the　sense 　of 　van 　der　Walt （1970）can 　be　divided　from 　the　ether 　S．　cereOfsiae

yeasts（inc互uding 　brewer’s　yeasts ，
　baker’s　yeasts ，

　w 三ne 　yeasts，
　diStiller’s　yeast 呂 and 　tree

exudate 　yeasts）which 　show 　pmperties　of 　a 駆 imilat三〇 n 　of 　melezitose 　at 　33°C ： 十 〇r − ，
growth　in　b五〇tin　defic至ent 　medium ： rand 　production　of 　more 　than 　19．9％ alcohol 　in
sak 彦mash ：

一．

　焼 酎 は 日本独特 の 蒸留酒 で あ る．ウ イ ス キー，ブ ラ

ンデ
ー

， ラ ム 等との製造方法 の 違い はデ ン プ ン質の穀

類を麹 で 糖化させ なが ら酵母 に よ る発酵が 行われ る並

行複発 酵 もろ み で あ り，後者 は 麹を用 い な い 単発 酵 も

ろみで ある．麹を用 い て 並行複発酵がなされる点は清

酒 もろみと同 じで あ る が ， 焼酎用の 麹菌 が 製麹中に 多

量の ク エ ン 酸を生成 する 黒 麹菌 （AsPergiUus砌 α砌 鵡

AsP・awantori 　var ・　katvachii
，
　Asp・　saitoi）で ある の に対 し，

＊ 清酒酵母 （Saccharomlces　sake 　）の 分類学的研究 （第 4

　報）

　Taxonomic　study 　of 　sakg 　yeast （Stbccharem7ces　sale ）
　（【V＞

清酒用 は酸 の 生成 が ほ とん どな い 黄麹菌 （Asp．　orytae ）

である．泡盛は税法上，焼酎 に属 し，黒麹菌の 使用や

並行複発酵もろ み で ある の は前記 の 焼酎もろ み と 同 じ

で あ る が，焼 酎 もろ み が米，麦 ，い も等 の 原料を 2 回

（二 段仕込み）に分けて仕込むの に対 し，泡盛 は沖縄地

方 の みに 限定され，原料は全米麹 の
一

段仕込みで ある

の が特徴で ある．

　筆者ら は清酒 酵母 （Sac‘harom“ces　sake 　Yabe ）が ビー

ル 酵母 の Sac‘haremlces　cerevist
’
ae 　Hansen と異 な る こ と

を報告
1−3） して きた．van 　der　Walt4｝ の 分類法に従え

ば焼 酎 酵母 と泡盛酵母も S．eerevisiae に 属す るが，抗原

5 を有す る （焼酎酵母 ＋ または 一
， 泡盛酵母 ＋ ）

2 ）点が
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Table 　1．　 ClassMcation　ofsE δσbii

Yeasts

　 　 　 　 　 　 　 　 　 rowthAssimilation

蜘 鹸
Yeastc三〔狂n

reSlstanc 蔭

sゐδ‘撫

　三solated 　strai 職 s　group
　 　 and 　 nu   ber　 of 　Strains

ABCDEF 344

・
39
耐
9酬

1

　fro  culture 　cOllecdon

　　A ・11 （Miyazaki　5ゐδ‘緬 ）
　　A・12 （Kagoshima 　sha ‘加 ）

浸醐 脚 ガ

　iso盆 重ed 　straing 　group
　 　 跚 dnumber 　of 　strains

　 　 E　 　　 　 13

　f卦om 　 cu 垂ture 　 collection

　　A ・21 （S．awamori 　NI7214 ）
　　1FO2110 （Ok …mawz ）

Wa

一〜Wa

十

十

十

牽

牽

十

十

十

十

十

十

十

十
…
十

aweakbproduction
　of 　alcohol 　19，7− 19．8％

溝酒酵母と異 な り，また 清酒もろ みで 高濃度 （20％以

上）の ア ル コ ー
ル を生成

S》するの は溝酒酵母と同じで ，

ビー
ル 酵母 の 3・研 勲 と異な るこ とを報告 した．

鼠 鷓 と S．　eeretdeibe の区別法 と して ，ビ オ チ ン要求

性や イース トサ イ ジ ン （抗菌性物質）抵抗性等の性質

も報告1， して い るが ， 本報で は焼酎酵母 と泡盛酵母 の ，

こ れ らの 性質 も明らか に して S．　sdU と比較した．

　使用菌株の うち焼酎酵母は ， 筆者らが1964年に熊本，

鹿児島地方の 24社の焼酎工 場の米麹の ほ かに，米，麦 ，

い も， 米糠等が用 い られて い るもろみか ら 1株ずつ 分

離した28株である．泡懣醇母1ま沖縄地方の 13社の 泡盛

もろ み から 1株ずつ 分離した 13株で ある．こ の 他に焼

酎 酵母の A ・11 （宮崎県工業試験所よ り分与，
1960），

A ・12 （鹿児島県工業試験所 よ り分与，1960）の 2株と

泡盛酵母の A・21 （Sacaharonpnses　atvamori　N 【7214）と

IFO　2110 （0   wa ）の 2 株 も供試 した．

　これらの 45株を ， メ レ ジ トーズ の 資化 （33
°C），1）ビォ

チ ン欠培地で の 増殖，： ｝イース トサ イ ジ ン抵抗性，

1》カ

リ欠培地 で の 増殖 ，

1，清酒 もろ み で の 高泡形成
1｝（以下 ，

高泡形成能 と略記する）および ・L‘rctObaCtUlds 　casci
’
によ

る凝集性
1⊃等の 試験結果と前報で 明らか に した抗原 5

活性 V と清酒もろみで の 高濃度 ア ル コ ー
ル 生成

S， 似

下 ， 高濃度 ア ル コ ー
ル 生成能と略記す る）の 性質から

分類し， そ の結果を Table　1 に示 した．

Table　2・　Differences　among 　SacchαromLliges　sake
，
　shδcha

YeastS

　 　 　 　 　 　 　 　 　GrewtAssimilation

纛 輪・

Yeastci曲 1

τeslstance

5．sake

Shδchii　type 　yeasts（A〜D ）

Awamori 　type　yeasts（E）

s．cerevislae

一（｝9）
一（

−llう
一〜w （

1414
）

十 〇 r − （107 ：14）

・ 腸 ）
・ （・鋤
・ （

1414
）

一（
3940
）

・膿）
一

〇 r 十 （18：7）

− Cllう
一（

4040
）

aweak
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yeastS　and 　awamori 　yeastS．

　 Growth　　　　　　High｛bam
　 　 h紅　　　　　　　　fb  atiQn

potassium・free　 　 in
　 med 正  　　　　　　sahe

’
　mash

Aggregation
　 with

　 L．easei 鸞 驚蹴
　 　 　 　 　 　 　 　 　 m
　 no ．5
　 　 　 　 　 　 　 　 sakif　mash

十

÷

十

十
｝
十

十

＿〜Wa
　Wa
＿〜Wa
−〜Wa
＿〜Wa
　Wa

　

　
ぴ

　

　
W

＋

＋
〜
＋

＋

　

　
十

十

十

十

鞘
一
m

ト」

十
十

十

十

十

十

十

十

＿〜Wa

Wa

十

十

十

十 　 　 　 十

（｛レne 　strai 且
一

》
b

　 　 　 十

　 　 　 十

　焼酎酵母は 6群 （グル
ー

プ A 〜 F） に分けられ，泡

盛酵母 は 1 群 （グル
ープ E ）の み で あ っ た．焼 酎酵母

の なかに 泡唖酵母と同 じグル ープ E が 2株，
乱 蜘 タ

イ プ 1“’3，（F）が 2 株認められた が，これらの 2 群を除

い た A，　B，
　a，　D の 4 群を生態的 に焼酎酵母 タ イプ と

みな した．

　メ レ ジ トーズ の 資化 ： 一〜W ， ビ オチ ン欠培地 で の

増殖 ； ＋，高泡形成能 ：
一〜W ， L．α醐

囓
に よ る凝集性

： ＋ ，高濃度アル コ ール 生成能 ： ＋ の 性質は焼酎酵母

タイブと泡盛酵母タ イプの 双方に共通 した性質で ある

が，泡盛酵母タ イ プの カ リ欠培地で の 増殖 ：
一，イ

ー

ス トサ イ ジ ン 抵抗性 ：
一 抗原5 活性 ： 十 の 性質 に 対

しt 焼酎酵母タイプ （Ae“ D）の 性質が，カ リ欠培地 で

の 増殖 ：十 ， イース トサ イ ジ ン 抵抗性 ： 一ま た は 十 ，

抗原 5活性　＋ また は
一であり区別される．米 ， 麦 ，

い も ， 米糠等の 原料を用い た焼酎 もろ み に数群の 酵母

が存在す る の に対し， 原料が米麹の み に限定され る泡

盛もろみからは 1種類の 酵母舞が分離された の は興味

深 い ．焼酎もろみの 原料が多種で ある ζ とに よ る環境

の多様性が関係 して い る と思われる （本実験で は原料

と酵母群との関連性はみ られ なか っ た）．

　A・11 （宮崎酵母）は泡盛酵母タイプに ． A ・12 （鹿児

島酵母） は焼酎酵母 タイ プの グル
ー

プA に 属 する．

MO 　2110（01血 awa ）は泡盛酵母タ イ プである が ，
　A ’

yeastS，　ew− anu ）ri　yeasts　 and 　S．　 cerevisiae．

　 Growth
　 　 inpot

雄 u 恥
一free

　 medium

H 三gh 長）am
f｛）rmation
　 　三n5

α雇 mash

Aggregation
　 w 三th
　 L．casei

十　〇 r　
−
（97：25）

・ 欟
一（

1414
）

一（十9）

・ （欟
一〜畔 器〉
一 鞭 （｝｝）

一（
4040
）

一（号鋤
・ 儔 ）

・ （謝
・（一器）

Reactivity
　 qf

跚 tlgen
　 no ．5

一催1＞

rO 　UC 口on 　of

　皿 ore 　than
19。9％ aicohd

　 　 in
　 Sttk彡mash

　　　　　　　　・ （擲
＋ ・r −

（・8 ・7）　 ＋ （釜）
＋ （昔）　 ＋（暑）
＋（

112123
〉　 一（擾〉
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21 （乱 αω α耀 画 NI7214 ）は 抗原 5 を 有 しな い の で 泡盛

酵母 タ イ プで な い．しか しカ リ欠培地 に 増殖 しな い の

で ，抗原 5 活性 が な い 焼 酎 酵母 タ イ プ の グル
ー

プ B と

D に も該当しな い ．すな わち ，
A・21 は分離 した酵母

群 lcは見 られな い 菌株で あ る が ， カ リ欠培地 で増殖 し

な い こ とか ら泡盛酵母 タ イ プ に近 い菌株 で ある．・

　玉 城 ら
5）は 1981年，分離菌株の 中か ら優良酵母の 「泡

盛 1 号」を選定 し，パ ン トテ ン 酸と Bl を必須 に要求

す る こ と が特徴で あ る と述べ て い るが，本実験で 使用

した 45株 は パ ン トテ ン 酸 の み を必須に 要求 し，B1 要

求株は み られなか っ た ．中田ら
e｝

は近年，泡盛 こ う じ

や泡盛もろみか ら分離 した71株にっ いて 検討し，こ う

じから分 離 した 6 株 を 除 い た ， 他 の 菌株 が イース トサ

イ ジ ン抵抗性がな く，
L．　 casei で凝集する こ とを 報告

して い る．こ れは本実験結果と一致す る．しか し明 ら

か に 高泡形成能を 有す る菌株を認 めて い る点が異 な る．

　前述 したよ うに，生態的 に グル ープ A〜D を焼酎酵

母 タ イ プ，グル
ープ Eを泡盛酵母 タ イプ と みなし，8項

目の 性質に つ い て ， こ れらの 酵母 と S．　 sake お よ び S・

cereviSiae とを比較した （Table 　2）．　S．　 sake と S．　 cerevin
’
ae

は，前報
1一3）

で 明らか に した性質を記載 した．焼酎酵

母タ イ プと泡盛酵母タ イ プ との 差異 は前述 した が ，両

酵母が メ レ ジ トーズ を資化 せ ず，ビ オ チ ン を要求せ ず，

高濃度ア ル コ
ー

ル 生成能 を 有する点は ，
S．　 sake と共通

する性質で あ る，しか し，
S．　sake が L ．　casei で 凝集し

ない 点 が 明らか に異 な り， こ の 他に S．　sake が イ
ー

ス

トサ イ ジ ン に抵抗性がある の に対し，焼酎酵母タイ プ

と泡盛酵母 タ イ プに抵抗性のな い 菌株が 多い ．ま た，
S・　sahe　iCは 高泡 形成能が 明 らか に認 め られ るが ， 焼酎

酵母タ イプと泡盛酵母 タ イ プの 形成能が弱 く，また，

S．　sake に は 抗原 5 活性 が認 め られな い が，焼酎 酵母 タ

イ ブ と泡盛酵母タ イ プ に は認め られ る株が多 い こ とで

区別 され る．Table 　2 に は記載 しな か っ た が，焼酎酵

母 タ イ プ と泡盛酵母 タ イ プ の T ．T ．　C 還 元性η が red

で あ るの に 対 し，S．　sake タ イ プ に は red と pink が 混

在 し， また 麦芽汁培地で 焼酎酵母タ イ プ と泡盛酵母タ

イ プ が 皮膜を形成 しやすい が ，
S・sake は形成 し に くい

こ とで 異な っ た性質を示 した，

　S・　 cerevisi
’
ae が焼酎酵母 タ イプや 泡盛酵母タ イ プと明

らか に 異な る点は ，
ビ オ チ ン 要求性 と高濃度 ア ル コ

ー

ル 生成能 の 性質で あり，共通 す るの は L 傭 θゴに よ る

凝集性，イ
ース トサ イ ジ ン 感受性，抗原 5 の 存在の 性

質 で あ る．S．　sake と S．　eerevisias は Table 　2 に示 した

よ うに 明確に 区別 され るが ，焼 酎 酵母タ イ プ と泡盛酵

母タ イ プ は ， そ れ らの 中間的な 存在に あ る．

　焼酎酵母と泡盛酵母 は ，
van ・der・walt4） の分類法で

S．cerevisiae に 属する が，　S．　sake お よ び S．　cerevisi
’
ae （ビ

ール 酵母 ，
パ ン 酵母 ，

ぶ ど う酒酵母 ， ア ル コ ール 酵母 ，

樹液酵母）から独立 した種で あ る と考察され る．
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